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梅毒，結核，顕及び慢生化膿性疾患の際K，内臓
諸器管iと汎く類澱粉沈着を認めうる事は先人が夙に
明らかにせる処である。従来実験的 Amyloidose
の発生児用いられた国酸ソーダの注射を侯たずし
て，大城(59)は家兎に長期間連続的l乙グロトン油を塗
布し，実験的グロトシ皮膚炎を惹起せしめ家兎の内
臓諸器管に広範囲の Amyloidoseを発現せしめた。
大城(59)はζのグロト Y皮膚炎に続発した Amyloi-
dosisは人類K従来見られたもの或は困4酸ソーダ注
射による実験的 Amyloidosisとの所見は全く同様
で炎症皮膚局所の組織蛋白が崩壊吸収せられ発生し
たものと考えた。
著者は桜根教授よりその発生機転を究明せんこと
を命ぜられたので，家兎K同様の人工皮膚炎を惹起
せしめ，その炎症皮膚より皮膚エッキスを作製し，
之を他の健康家兎l乙連続注射し，その内臓に類澱粉
震性発現の有無を追求した。
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第 1章 人工皮膚炎家兎の炎症皮膚エッキスの
健康家兎への連続注射による，内臓類
澱粉変性発生に関する実験的研究
実験方法
成熟家兎(白色，体重約 2.5kg，雌堆の別は問は
ず〉を飼育。約 20日聞を経て，頚部に近い背部皮
膚に縦約 7cm，横約 5cmを除毛し，大城〈聞の実
験に倣って 10%発庖膏(局方発砲膏をオリープ油
を以って稀釈)を毎日 1回除毛部へ塗布した。実験 
を行った昭和 25年当時はグロトン油入手不能のた
め発庖膏で代用した。
エッキス作成には炎症皮膚を切除し，充分表面に
塗布せる発掘膏及び皮下の脂肪組織等を除去し，且
つ，炎症反応の少い周辺皮膚を取除き，ベ yチ‘め
アルコール，滅菌蒸溜水の中を各々数回宛極めて短
時間通過せしめ，無菌的に消毒し，三宅教授(46)の術
式に従って，エッキスを作製した。尚念の為lζエツ
キスは培養を行って無菌的なる事を確めた。エッキ
スは使用時以外は電気冷蔵庫に保存し， 常に -5UC 
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以下氏保ってその愛質及び腐敗を防止した。 20頭を用意し，前記の除毛部氏 10%発庖菅塗布を
乙のエツキスを他の健康家兎(白色，大略 2.5kg 続けた。塗布後 3--4自民該部は著明氏発赤が，尚
雌堆の区別は問はず)rc 1 cc宛 1日1回皮下民連続 塗布を続行せしため開始後約 1週間乃至10日l乙到
注射し，注射部位は約 1cm2を鋲を以て除毛し，注 つで結癖を生じ， 損より全般に発赤の著明と]0日目l
射の際にはヨードチンキにて消毒し，化膿を防止し なったもの，中央部は白濁し周辺部は発赤・結痴せ 
Tこ。 るもの，或は全面が白濁結椀せるものの大略 3群の
注射回数 50団長l上のもの(最高 113回〉を空気 様相を示すに至った。塗布範囲がやや広範囲なるた
栓塞lとより屠殺し，叉は襲死せるものを解剖し，組 め議痩が激しく， 10日以内rc3頭死亡したが，それ
織標本は， gentianaviolett液による metachro- に越したものも 30回以上の塗布に耐えたものは 9
masieで Amyloidの検出を行った。 頭で， 50回以上は僅Ir5頭陀過ぎなかった。その飼
実験経過 育の状態を表K示せば次の如くである。(第 1表〉
先ず浸出液作製の為K体重約 2.5Kgの白色家兎 従って 100回以上の塗布に耐え得たものは 1頭も
第 1表 発庖菅塗布家兎の飼育状況 
I，ttlH#t:l1I飼育番号|雌雄別|塗布団数I~-fr:oTM1*'" iI塗布開始 l死亡時の IhC-r'-Ii"H=R I時の体重 l体 重|死亡原因| 備 考 
No.l 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 . 
17 
18 
19 
20 
♀ 
♀ 
合 
合 
合 
♀ 
合 
♀ 
合 
合 
合 
合 
♀ 
♀ 
合 
♀ 
合 
合 
♀ 
♀ 
40 
33 
61 
63 
44 
72 
37 
71 
83. 
2.3 kg 
2.6 
2.45 
2.5 
2.6 
2.45 
2.6 
2.6 
2.5 
2.6 
2.8 
2.4 
3.7 
2.4 
2.65 
3.2 
3.0 
3.4 
2.8 
2.5 
1.4 kg 舞 死 
1.45 
1.35 
1.30 
1.35 
1.65 
1.5 
1.35 
1.45 
銘 死
第 死 エッキス製作に使用す
鑓 死 エッキス製作lζ使用す
舞 死
第 死 エッキス製作に使用す
舞 死
第 死 エッキス製作K使用す
舞 死 エッキス製作K使用す
なく，その生存日数は雌雄別には関係がなかった。 にてそそぎ，ベゾヂ:Yrcて手早く脱脂， 70%アルコ
叉塗布開始時比体重の大なるものは抵抗力も強く長 {ノレにてペシヂンを除き，次いで‘生理食塩水で‘洗っ
期の塗布に耐え得られた様に思われた。一般に塗布 た。更に鉄を以て之を出来得る限り細切し，滅菌せ
を続行すると殆んどの家兎は実験開始時の半分位の る金剛砂を加えて乳鉢の中でよく磨細し泥様とし
体重にまで巌痩して第死した。 tこ。磨細せるものに 10倍量の 0.5%カルボー ノレ加生
皮膚エッキス作製には 50回以上塗布せるものの 理食塩水を加え， 24時間氷室に貯蔵の後憶過した液
みを用いたので，其の後の実験lと供し得たものは僅 を皮膚エッキスとした。以上の操作は何れも無菌的
か5頭l乙過ぎなかった。 に行った。浸出液は使用時以外は電気冷蔵庫内に
鑑死せる家兎の発庖膏塗布皮膚面を直ちに切除 5ー0C以下に保って保存した。
し，皮下の脂肪組織等を充分除去の後，先ず塗布せ 斯くして調製した皮膚エッキスを前記の如く健康
る軟膏を除去し，次いで石鹸水にで洗い，之を溜水 家兎の背部皮下に 1日1回1cc宛連続注射した。
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材料の量lζ制限あり，且つ出来うる限り長期間注 い屠殺して直ちに剖検した。注射開始時には 2.7kg
射を続けてその成績を観察せんとする目的の為K， あった体重は屠殺時には 2.1kgと幾分の減少を示
実験家兎は 5頭lζ限定した。注射による影響は比較 したが，非常に元気であって衰弱の徴候は認められ
的少く，何れも 50回以上の注射に耐え得たが.中 なかった。内臓諸臓器の肉眼的所見は前述の通りで
間対照として 50回注射後， 1頭を空気栓塞K依り屠 あふそれ等の各小片を採って組織標本を作製し，
殺し:内臓の愛化を観察した。叉注射続行中 63日 類搬粉沈着の有無を検索した。標本を作製した臓器
及び 72日で築死せるものは直ちに剖検し，注射回 は，胃，腸管，暦腺，牒臓，肝臓，牌臓，肺臓，胸
数 100 ~120回に及ぶものは注射液が終了後空気栓 腺，腎臓，心臓，畢丸，副畢丸と皮膚及び筋肉であ
塞により屠殺した。解剖時の肉眼的の内臓所見はー る。胃は噴門部，体部，幽門部，腸管は小腸，大腸
般に強い賛血とj因漏を認めたが，何処にも化膿現象 と分けて検索した。
は認められなかった。 之等の中で胃体部の粘膜間質κ僅かに類澱粉沈着
実験成績 を認め得たが， (別図工〉其の他は何れの臓器にも
実験に用いた動物5頭KはA，B，C，D，E，と番 証明する事が出来なかった。
号を附した。休止する事なく連日注射を行う事が出 ll)次いで 63日目に至って C(合〉が鎧死したの
来たので，実験経過日数と注射回数とは一致した。 で直ちに剖検した。体重も注射開始時には 2.45kg 
工)50日を経過したのでその中の 1頭A，(合〉を のものが，舞死時には 1.7kgと減少したが，特別陀
耳菜の裏面の血管より空気を注入して空気栓塞を行 衰弱していたとも思われなかった。
第 2表 剖検成績(類滅粉沈着の有無)
一---二三頭番号r A B C I D E 
成 績一一一----J IH L-' 
/ 
// 
/ 
/ 
/ 
100日 120日72日63日実験日数(注射回数)I 50日 
合 合 ♀合 ♀雌 雄 5:lU 
2.55kg2.7kg 2.45kg 2.6kg 2.6kg注射開始時の体重 
2.05kg2.1kg 1.7 kg 1.6kg 2.1 kg死亡時の体重 
ヮ二Ltz 気 栓 塞死 亡 原 因 別 空気栓塞 第 死 空気栓塞第 死
十噴 F可 音E 一
E円百 寸ー体 部 一 
一吉日幽1
士粘膜筋層の間一 →-十二指
門
腸l / 
小腸 一腸管 一
大腸 一一 一
唾 腺 一
酵 臓 一 一
肝 臓 一 一
臓 一 一 一 一
臓 一 一
胸 腺 士間質の結締組織一一
， 
腎 臓 一 一 
u 臓 一
畢 丸 /一 / 〆 
/冨1 畢 丸 一 /一 / 
子 宮 // 
~ß 巣 一一 
勝 脱 →ー一
筋 肉 一 一
皮 膚 一
牌肺
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内臓諸臓器の肉眼的所見も 1(A)と同様であり， ては胃噴門部K於て明らかに類澱粉沈着を認める
特別な斐化は認められなかった。腸管を更に十二指 他， (別図II) 十二指腸筋層の間，胸腺間質の結締
腸を別に検索した。之の例では胃体部に僅かに類澱 織の中及び跨脱堅組織中Jζ非常に小さい赤染部を認
粉沈着かと思われる赤染部の小部分を認めたが，余 めたが，後の 3者は余りにも小部分で，之も類澱粉
りにも僅少で類i殿粉沈着と断定するのを鵠賭した。 沈着と断定するのは大胆すぎる様K思われた。 
m)72日比至って B(♀)が第死した。雌であっ 以上が個々の例についての成績であり，それ等を
たので，皐丸，高u皐丸の替りに子宮，卵巣を加えた。 纏めれば次の第 2表の如くである。表中斜線は組織
之Kは全く類、澱粉沈着を何れの臓器にも証明し得な 標本を作製せざるもの， (士〉は小赤染部を認めた
かった。 臓器である。
百)100自に至って D (合)を Aと同様に空気栓 小 括
塞により屠殺剖検したο此の標本は十二指腸に僅Iζ 以上の所見を小括すると Amyloidの沈着の初発
それらしい小赤染部を認めるのみで，其の他には全 部位は主として胃乃至腸管系にあり，その程度も非
く証明し得なかった。 常に軽微ではある。大城 (59)のクロトゾ油長期連続 
V) 120日K至って注射液の皮膚浸出エッキスが 塗布による内臓類澱粉震性の実験でも最初に発現す
残念乍ら終了したので E(♀)を膚殺した。 Ep:於 るのは胃粘膜間質であった事から考えれば，更に注
射を続けて行く時は広く諸般の臓器にも類澱粉沈着
附図第1. 胃体部症例 A，注射回数 50回
を認めうるのではないかと考えた。
第2章 炎症皮膚切片の皮下或は腹腔内移
植による内臓類澱粉変1 '生発生に関
する実験的研究
家兎lζ長期比亘りクロトンlr:uを塗布すると，内臓
に類i殿粉変性を惹起するが，其の原因は炎症皮膚局
所の組織蛋白の崩壊に依ると大城(59)は説いた。
著者は更に炎症皮膚の小皮層片を他の健康家兎の
皮下或は腹腔内l乙移植して，其の吸収lとより内臓に
類股粉~JJ生を惹起せしめんと試みた。
実験方法
成熟家兎(白色，体重約 2.5kg，雌堆は区分せず)
に，オリープ油K 10%の割にグロトシ油を溶かし
之を隔日叉は毎 3日目毎K塗布した(材料採取の家
兎の蔵痩姥死を防止する為lζ連日の塗布を避けた〉。
第 3表第2章実験家兎の区分 
附図第 2. 胃噴門部疹例E，注射回数 120回
I 
a 群
E 若手
b 群
腹腔内移植 
皮 下 干年〆当シ7 植 
腹腔内移植 
1回 
1回 
2回 
2回 
5 IiJ 
10 グ 
10 1/ 
15 1/ 
E 群
C 群
皮 下 移 植 
腹腔内移植 
3回 
3回 
10 1/ 
15 1/ 
計 65頭
実験開始時 
実験途中舞死 
屠殺頭数 
解剖頭数 
65頭
43頭
22頭
21頭
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連続塗布団数 100回以上に及べる家兎の炎症皮膚片 の皮下或は腹腔内に埋没移植し，移植後 100日以上
を約 3cm2角を切除し，充分皮下の脂肪組織を除 を経た実験動物を空気栓塞により屠殺剖検した。尚
去，三宅教授 (46)の術式に従つで清拭，且つ無菌的 実験家兎は彩植回数 1~3 回， その間隔約 30日~
ならしめ，之を他の体重約 2.5kg白色の成熟家兎 100日の数群応分って比較した。
第 4表 グロトシ油皮膚炎組織移植実験
実験経過別|第 1回移|間隔及び|第 2回|間隔及び l第3回!間隔及び|屠殺時ま l屠殺
一検
数 
(2) 30日 (2) 100日1以上。 
(2皮回移下植 ) 10 (2) 
50日 8 (2) 100日。以上 6 (2) I 6 (2) 。 
1002日 100日1以上(6) (4) (3) I (3) 
(4) 30日 (2) 100日1以上 2 
b 群(雄主) 
50日 100日1以上15 (4) 2 7 (2) 3 (1) I 3 (1) 
(7) 100日 (3) I100日2以上 (1) I (1)4 
(2) 30日 (1) 100日1以上 。 。。
群 (3皮回移下植 ) 
(2) 501日 (1)I 50日 (0) 。 。 
10一一一 6 1 3 2 2 
(3) 80日 (1)I 80。日 (1) 100日。以上 (1) (1)2 
(3) 1001日 (2) 100日 (1) 100日。以上 (1) (1)1 
(4) 302日 (2) 30日 (1) 100日。以上 (1) (1)1 
(3) 50日 (2) 50日 (1) 100日1以上 (0) (0) 
C 群(摺幸福) 
1 1
15 
80日 9 80日 
4一一一ー 
100日1以上 
2 2 
(3) 1 (2) 1 (1) (0) (0) 
100日 1002日 100日。以上 (5) 2 (3) (1) (1) (1) 
qhワ ' 臼計 。 円
26 14 
1頭より 3cm2実験経過 
先ず材料として移植片 1片の大きさは約 3cm2を
必要とし，実験動物R1回乃至 3回宛の皮下或は腹
腔内移植が全部可能と仮定すれば，総計 150片を必
要とする。従って 1頭より 10片採取可能と考え，途
中発死も計算し最初 30頭を飼育し，之にグロトン油
加オリープ油を途布した。その塗布面積も約10cm2
として掻弧を避ける為K頚部K近い背面を選んだ。
塗布面積が大なる為，轟痩第死を防止する目的l乙塗
布団数も隠日又は毎3日目等K分け全身状態，摂食
状態に注意しつ〉塗布を続行した。斯の如く注意せ
るにも拘らず，材料用家兎は塗布面積大なる為，著
しく議痩・第死するもの多数lζ及んだので，途中よ
り更に動物を追加し，実験を継続，且つ塗布酉積も
角 3片を採取しうる程度に迄実験を
縮少した。結局 43頭を用い， 100回以上の塗布に耐
え得たものは僅かに 14頭に過ぎなかった。
皮下又は腹腔内に移植せる実験家兎は移植直後乃
至 1~2週間は軽度の体重減少の傾向を示したが問
もなく回復し，移植に基く創面も化膿症状は全く示
さなかった。
体重も実験開始時と盾殺時とは殆んど斐動を示さ
ず，従って手術操作そのものによる影響は全く認め
られなかったと考えられる。
実験成績
剖検時l乙於ける移植切片の性状は，皮下に移植せ
るものにては殆んど移植当時そのま〉の原形を呈し
て原位置に存在し，和織化学的に他臓器にも退行愛
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性，吸収， Kapselung等は認められなか・った。 Kより死亡せる少数を除く)，処要回数の塗布後屠
腹腔内l乙移植せられた切片は前検時には其の存在 殺した。屠殺時の体重は何れも当初の 1/3-<1/4程
を発見し得ざるものが大部分であって，偶々発見せ 度比減少した。
られたる切片ふ皮下の場合と同様に原形を示した。 動物はエ{テノL麻酔の上開腹し，心臓穿刺lとより
従って剖検動物の内臓は肉眼的l乙著しい賛血等の 採血，脱血死Iとより屠殺し，炎症皮膚片及び同臓諸
病的安化を認めず，且つ組織化学的呈色反応に依つ 臓器の小片を採取後，内臓諸臓器は 70%酒精K固定
ても，何れの部分の臓器にも類般粉の沈着は認めら の後ノξラフイシ切片を作り 1%Methyletl.Violett 
れなかっナこ。 溶液を用いて憂色反応を検鏡した。
小 括 血液は滅菌試験管l乙傾斜の上氷室内lζ保存し血清
グロトン油皮膚炎を呈した家兎の皮膚小片を他の を作り実験lζ用いた。
家兎の皮下或は腹腔内lζ移植し， 2代目の家兎に 炎症皮膚切片は三宅教授の術式に従い， (皮泌誌 
Amyloidoseを惹起せしめんとせる実験は失敗に 31巻〉塗布せるグロトシ油をペシヂシlζて除去し，
終ったが，移植皮片の大きに問題があると考えた。 次いで完全に皮下の脂肪組織等を除き，， 70%酒精に
て消毒後， 0.5%のカルボーノLを加えた生理食塩水 
第 3章 人工皮膚炎家兎に於ける内臓類澱
lζで洗い，之を細切の後，滅菌せる金剛砂のダ量を
粉沈着と，その皮膚エッキス並に
加えて乳鉢内l乙て粥状になるまで磨砕レ，之氏 0.5 
血清の蛋自分屑の消長に就て 
%のカルボーノレ加生理食塩水 20ccを混じ， よく撹
著者は更に家兎lと長期間クロトシ油を塗布し，内 持の後， 24時間氷室内lζ貯え，完全に水解浸出せし
臓に類澱粉沈着を生ずるに至る聞に於ける炎症皮膚 めたる後，此の浸出液の自然、沈澱l己より生ずる上澄
局所並びに血清内の蛋白分屑の~動を追求せんと試 液を採り，約 1/5量に至る迄減圧濃縮して用いた。
みた。その方法は漏紙電気泳動法及びチゼリウス法 以上の操作は何れも無菌的lと実施した。 
I乙拠った。 i慮紙電気泳動法の定量は技術的に末だ充 漏紙電気泳動装置は東洋櫨紙株式会社製のものを
分と云えず，量的検索はチゼ、リウス法を用い，測定 用い，漏紙は同社製No.5仏 NO.52を使用した。
は主として重量法に拠って行った。尚叉炎症局所皮 緩衡液，染色液，その他操作については総て森五
膚の中で化膿症状を呈したものは実験より除外し 彦，小林茂三郎両氏(48)共著の“源紙電気泳動法の実
た。以下その成績について述べたい。 際"に記載の法式lζ準拠して行った。
実験方法 緩衝液については Veronal-Na液を用いたが，日
実験動物として体重約-2.5kgの白色家兎を選ぴ， μ(イオン濃度)を記載通り 0.1 Ir.保つ為 pHK幾
実験に先立ち予め数日間新鮮な野菜及び豆腐粕を以 分の斐動を生ずるは止むを得なかった。
て飼育した後実験に供した。先ず家兎の背部の頭部 泳動時間も同様，両氏の方式lζ従ったが， 10時間
lζ近い部分を選び，約 7cmx12cm位を，皮膚を 乃至 15時間と幾分延長された。
損傷しない様に注意してパリカシで，更に鋲を以て 実験動物の一般経過
丁寧に除毛した後，ベシヂパζて脂肪をよく拭い去 実験動物は総計 63頭用いたが，急性炎症時に少
り，グロトン油を塗布した。 数例を屠殺した。残りの約半数はグロトン油塗布 50
用いたグロトシ油は東京化成工業株式会社製のも 回lと近づく頃lと極度比高痩，喫食不良，下痢を起し
のを純良なるオリ{プ油を以って 10% Ir.稀釈し，先 て舞死し，その後 80回塗布までの間に少数が死亡
端を切った毛筆を以って塗布した。塗布は 1日1回 し， 80回塗布より 100回塗布の短期間内に大多数が
の連続塗布の予定で開始したが，当初の噴は連続塗 舞死し，結局 100回以上の塗布可能であったものは
布K耐え得たものい塗布範囲が広きために，塗布 僅Ir.9頭K過ぎなかった。
回数 50回前後に至るや大部分のものは極度比高痩， 但j々 塗布 50回の頃が夏季酷暑l乙向った為と，動
死亡するもの多く，且つ季節(主としτ夏季〉及び 物小屋の飼育上の悪条件等が重なり，叉皮膚炎症症
喫食状況が良くなかったので塗布間隔を延ばし，隔 状が漸次増強せるため体重の減少が著しくなった。
日又は毎 3 日目毎の塗布 I(~更した。 従って摂食状況を充分観察しながら，塗布間隔を考
塗布回数は 180回を越え，飼育日数も 400日記及 慮、したので，塗布回数に比して経過日数は著しく延
んfご。 50回以上の塗布に耐えたものは(其の後衰弱 長した。その後気温の低干と共にや〉食恩昂進した
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が 100回塗布前後に於ても同様な傾向を示した。
実験成績
炎症家兎の炎症局所皮膚浸出液及び血清の蛋白分 
屑測定に先立ち，予め先ず 5頭の健康家兎より同ー
部位の皮膚浸出液及び血清の蛋白分屑を測定し，そ
の平均値を求め，之を対照値として実験をす〉め
た。その各分屑値は
皮膚浸出液 
Albumin 32.3%;α-Globulin 21.3%，s-Globulin 
22.25%，r-Globulin 24.15%， (以下 Alb.，Glob. 
と略記する)。
血清
特別なものは註記する)
即ちこの時期に於ては皮膚浸出液では Alb.及び
r-Glob.の増加と α・及びかG lOb.の減少，血清
に於ては Alb. s・Glob.の減少，a-及び r-Glob.
の増加を認めたが，皮膚浸出液の分屑値の愛動l乙比
して，血清内の分屑値の斐動は非常に軽微であった。 
2)グロトシ油塗布 26回，経過日数 36日，
ゃう急性症状が去り漸次慢性への移行を示す家兎 
K於ては 
a) 皮膚浸出液 
Alb. 19.1%，前田氏比し 20.11%減少。対照lζ比し 
13.2%減少。 
Alb 60.07%，a-Glob 7.48%，s・Glob11.76%，r- α・Glob. 16.82%，前回に比し1.31%増加。対照応 
G lob 20.66%，であった。
α-Globは α1と α2とに分離する事は殆んど不 
可能であり，十Glob.(-Glob.も同様lζ波形がはっ
きりとせず，従って φGlob.は s-Glob.叉は r-
Glob. IC，E-Glob.は主として r-Glob.!乙含有さ
れて測定された。 (2種以上の Glob.の合計値を示
す場合は，例えば r-Glob. と←Glob. の合計値 
f-Glob.と略記する)。・，7は 
1)グロト γ油塗布8回，経過日数 11日，

亜急性湿疹の状態を呈せる家兎lζ於ては

a) 皮膚浸出液 
Alb. 39.21%，対照との比 6.91%増加。 
α-Glob. 15.51%，対照との比 5.79%減少。
かGlob.16.06%，対照との比8.19%減少。 
r-，f-Glob. 29.21%，対照との比 5.067増加を示し 
Tこn 
その%の合計は 99.99%でー0.01%の実験誤差を
生じた。
(対照との比に於て，対照では r-Glob.の値であ
り，例 1，2，3，4，5，6，10，12，では r-，f-Glob. 
と9，では十，r-，f-Golb.との比である。) 
b) 血 清
Alb. 58.96%，対照との比1.11%減少。 
α・Glob.7.74%，対照との比 0.26%増加。 
かGlob.11.75%，対照との比 0.01%減少。 
r-，f-Glob. 21，59%，対照との比 0.93%増加を示
した。 
その%の合計は 1，00..04%で +0.04の実験誤差を 
比し 4.48%減少 
s-Glob. 17.24%，前回K比し1.18%増加。対照と
の比 5.01%減少。
r-，f-Glob. 46.92%，前回との比 17.71%増加，対 
照との比 22.77%増加。
%合計は 100.08%，+0.08%の実験誤差。
(b血 清
Alb. 61.40%，前回比 2.44%増，対照比1.33%増。
小 ，s-，φG lob. 17.43%，前回比 (α・，s-Glob. 
s-Glob. ・，0減，対照比2.06%との比)9%.419
19.24%との比)1. 71%滅。 
r-，E-Glob. 21.17%，前回比 0.42%減，対照比 0.51
%増。
%合計 100.00%を示した。 
ζの時期に於ては皮膚浸出液では前回の亜急性湿
疹状態の時期K示した Alb.の増加が急激に大きく
減少し，それに反して α・及びかGlob.のや h増
加と， r-Glob.の著しい増加が見られた。血清内に
於ては前回減少した Alb.が再び増加を示し，各
Glob.!(於ても軽度の愛動が見られた。
3)塗布団数 49回，経過日数 73日，
 
炎症部分は慢性化し体重の減少著明。
 
a) 皮膚浸出液 
Alb.20.31%，前回比1.21%増，対照比 11.99%減。
α-Glob.15.75%，前回比1.07%減， 対照比 5.55% 
滅。 s-Glob. 17.75%，前回比，0.51%増，対照比
4.50%滅。
r-，f-Glob.49.16%，前回比 2.24%増，対照比25.01
生じた。%増。
(対照との比に於て，対照では r-Glob.のみの値 %合計 99.96%，実験誤差-.0.04%0
であり，例 1，2，8，11，12では r-，f-Glob.であ b) 血 滑
り，それとの比である。以下についても夫々の場合 Alb. 57.23%，前回比 4.17%獄，対照比 2.84%獄。
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α-Glob.8.11%，前回比(行えず)，対照比 0.63%増。 
s-Glob. 12.28%ず前回比(行えず)，対照比 0.52%
増。
ゆ-， r-，E-Glob. 22.38%，前回比(但し r-，E-Glob. 
との比)1. 21%増，対照比1.72%増。
%合計 100.00%。
即ち皮膚浸出液 lと於ては 26回塗布の時期，皮膚
症状は急性期から慢性期へ移行の時期比ーたん大き
く急激に減少した Alb.が再び増加の傾向を示し始
めた。 Glob. に於ては個々の分屑には増減は認め
られるが余り激しい愛動を示さなかった。
血清内 Alb.は実験開始以来増減が↑宣ならず，ト 
Glob~ 実験開始以来漸次増加を示す様な傾向が見受
けられた。 
4)塗布回数 54回，経過日数 80日

屠殺の際に体重の減少は著しくなかった。
 
a) 皮膚浸出液 
Alb. 24.11%，前回比 3.81%増，対照比 8.19%減。 
α・Glob. 16.04%，前回比 0.29%増，対照比 5.26% 
滅。 
かGlob. 15.25%.前回比 2.50%減，対照比 7.00% 
r-，E-Glob. 44.58%，前回比 4，58%減，対照比 20.
s-Glob. 15.78%.前回比 0.53%増，対照比 6.47% 
減。 
7・. E-Glob. 42.42%，前回比 2.16%減，対照比 18. 
27%増。
%合計 100.05%，実験誤差+0.05%。 
b)血清
測定不良のため成績を得ず。
皮膚浸出液内では Alb.は対照値より低いが徐々乍
らも漸次回復して行く様子が認められた。
6)塗布回数 75回，経過日数 131日。 
a) 皮膚浸出液 
Alb. 26.42%，前回比1.14%増，対照比 5.88%減。 
α-Glob. ) 
s-Glob. ) 
}両者共に成績を得ず。 
ト， E-Glob. 46.01%，前回比 3.59%増，対照比 21.86
%増。 
b)血清 
Alb.58.04%，対照比，2.03%減。 
α-Glob. 7.56%，対照比 0.08%増。
s-Glob.11.75%，対照比 0.01%減。
r-Glob. 22.69%，対照比 2.09%増。 
前回実験測定不良のため何れも前回比は行えず。 
43%増。%合計100.04%，実験誤差 0.04%0
%合計 99.98%，実験誤差-0.02%。 
b)血清
Alb. 65.42%，前回比 8.19%増，対照比 5.35%増。
α・Glob.7.02%，前回比1.09%減，対照比 0.46%減。
s-，φGlob. 10.04%，前回 (s-Glob)比 2.24%減，
対照 (s-Glob)比1.72%減。 
r-Glob. 17.53%，前回比(行はず)，対照比 3.13%
減。
%合計 100.01%，実験誤差 0.01%。
皮膚浸出液では一度大きく減少を示した Alb.が
漸次増加を示し，増加を続けて来た	 r-Glob.がや 
、減少を示した。小及び s-Glob. も僅か乍ら愛動
を見せた。 
血清内では Alb.は相愛らず増減不定であり，今 89%1.1，前回比E-G lob. 57.90%・，7 33.増，対照比 
まで一貫して恒応対照値より高い値を示して来た 
r-Glob.が初めて対照値より低い値を示した事lと注
目される。 
5)塗布団数 70回，経過日数 116日。 
a) 皮膚浸出液 
Alb. 25.28%，前回比1.17%増，対照比 7.02%減。
α・Glob. 16.57%，前回比 0.53%増 対照比 4.73%
減。 
皮膚浸出液では Alb.は漸増， r-Glob.は前 2回ー
では漸減を示したが，再び増加の方に向って来た。 
血、清内では何れも前回とは比較し得ないが， 54回 
塗布の時に対照より低い値を示した r-Glob.が再 
び 22.69%と対照値 20.66%を越す値を示した。 
7)塗布回数 91回，経過日数 180目。
実験日数は既に 6カ月 K及び炎症局所皮膚には厚
い結痴を作り，その上から次々とグロトシ油を塗布
する有様になり，皮膚炎症状は固定されて来た。 
a) 皮膚浸出液
Alb. 25.85%，前回比 0.57%減，対照比 6.45%減。
小Glob. 1 
ト測定し得ず
s-Glob. J 
75%増。 
之まで漸増を示して来た Alb~ が今回では僅かで
あるが減少を示した。 r-Glob.は亜急性期かι慢性
期へ移行の時に示した前回との比 17.71%増加には
及ばないが， 11.89%と大きく増加を示した。 
b)血清 
溶血を起したるために測定不能となった。
8)塗布回数 127回，経過日数 249.8。
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第 5表皮膚浸出液 
Gloh.家
Alb.兎 α 
番
号 g I %1前男比|対安比 g 前回比|対照比 g 1%11% I 前回比|対照比 
1.25|22.割I 32.301 ] j21対照平 
1)No.22 11 8 49.8 39.21 十6.91 +6.91 20.4 16.06 -8.19出16. :311:4:4; 24.7 17.24 +1.18 19-748115 2) 14 36 26 27.2 4!1.2-13.20-20.1119.10 
28.1 20.31 +1.21 -11.99 21.8.15.3) 1 73 49 
4) 23 80 54 33.2 24.11 +3.81 -8.19 22.1 16.04! +0.291 -5.26 
20.4 14.75 十0.51
21.0 15.25 --2.50 
十15.7822.14.73+ 0.531 -71 16.-7.02 23.2 35.4 25.28 +1.17 0.53116 70 51 5) 
35.2 26.42 十1.14 -5.88 一6) 25 131 75 ー 
ー180 91 71 7) 37.1 25.85 -0.57 -6.46 一
8) 249 127 12 一 一一 測定|不能ー 
一 
一
一
一 
一
一9) 10 289 143 一 一
39.6 25.3010) 11 317 154 -7.001/ 
-5.01 
-4.50 
-7.00 
-6.47 
l(ー 26.81)!!14一5
一 
守'一 
唱一
-一---
自 
一 ヮ “百 
唖
一一
-一・』
一00
一 唱  
2
一 一
2
1119hlliQU t A
v
z ' i -On ui=i a a
A zba n tOi 
11) 19 354 167 41.4 27.54 +2.24 -4.761/ 
1/ 34.4 24.60 -2.94 -7.7012) 18 393 182 
lC+ 4.75) 
ICー 28.15)
第 6表血 、清 蛋 白 
Gloh.家
Alb.兎
番
号 ~引前男比|吻比 |g|%l;回比|対照比l wlJg 回比|対照比 
対照平 8].47州60 11.76 1 I 1 I I 1 I 1 I 
3) 1 73 49 233.5 57.23 -4.17 
4) 23 80 54 277.7 65.42 十8.19 
5) 5 116 70 
75 228.1 58.04 
917) 7 180 
8) 
6) 
一
25 131 
9) 1γ …1271 234.0 1 55回5 4剛一山ー- 1 -
+
1)No.22 11 250.0 81 58.96 -1.11 -
2) 14 36 26 243.4 61.40 十2.44 
-
+
-
4
1.33 
1.11 32.81 7.741 +0.261 +0.261 49.8111.州 -ω11 -0.01 
6911門 jCー1.71)
2.84 33.1 8.11 50.11 12.281 +0.52 
5.35 29.8 7.02 -1.091 -0.46 
/ 461溶測.061|血1100定41め測2不2定41 (ー良1.72)一一 
2.03 29.7 7.56 一 +0.08 
一一 のた 不能 
6.4…1133.11 8.26臼 十ー0.381+ ÷07812:1.161 5 凝1|固2:せ;2;t1め採。J血1(十附 
10) 11 3171 154一一一一一一一一 不能 
19: 3541 1671 218.51 47.99 ー -12，08153.1111.66 ー +4.181 67.31 14.781 +3.02 
12) 18; 3931 1821 184.51 42.69 5ー30-17.3846.01I111.31-0.35+3.838+7.10 
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a) 皮膚浸出液 
j園濁強度で上澄の清澄液を得られず，測定不能とな
つTこ。 
b)血清 
Alb. 55.85%，対照比 4.22%減。 
α~Glob. 8.26%.対照比 0.78%増。 
ß~ ， φGlob. 12.15%，対照(戸・Glob.)比0.39%増。 
増。3.09%，対照比75%.23E~Glob.，r~
%合計 100.01%，実験誤差 0.01%。
何れも前実験が溶血による測定不能のため前回と
の比は行え，ず血清内では Alb.は減少を示し，各 
Glob.共に増加した。 
9)塗布団数 143回，経過日数 289日。 
a) 皮膚浸出液 
Alb. 、 
α~Glob. }測定し得ず 
0・Glob.J 
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の蛋白分屑像 
誤差E g/%I~l%lJ回比|対照比 l 
/100.00 説。 
1 1叫1 124
/ 37.11 29.211 +5.061 +5.06 I 127.0/ 99.99 ¥1 -0.01 
/ 67.21 46.921 +17.711 +22.77 1 ¥ 143.2 / 100.08 +0.08 
/ 68;01 49.16 1 +2.241 +25.01 1 138.3 / 99.96 ¥1 -0.04 
/ 61.41 44.581 -4.58 1+20.43 1 ¥1 137.7 / 99.98 -0.02 
/ 59.41 42.421 -2.161 + 18.27 [ /刊 46引+3.59 I +21.86 
83.11 57.90 [ (+11.89)[ (十33.75)
，/' 
r+E との比 
140.0/100.05 1 +0.05 ¥1 
¥1133.6/ 
143.5 / 
+37.11 j 130.1/ ¥1 
一 α十 sIL比 ¥!/ 70.71 58.01 j +33.86 1 156.5 / 100.05 ¥1 十0.05 
ー α +s十 nと比 .150.3 / 99.99 ¥1 -0.01 
士138.9 / 100.00 ¥1 ¥1/ 83.11 60.001 0.00 
の
分
屑 像 
φ γ ε 包!今b 誤差 
g 1% 前回比|対照比 ちも 
1 
20判 /100.00 ¥[;…591 刊 93 1叩削日比して以下同じ¥424.0 /100.04 1 +0.04 
ー α +s 19.2%R比して /83.91 21.171 -0.421 (+0.53) I ¥396.4 / 100.00 土0.00 
91.3 22.38 +1.21 (+1.72) ¥1408.0 / 100.00 土0.00 
-sのみに比して ¥ 74.4 17.53 一 一 424.5 / 100.01 +0.01 
一 一 一 一 一 
89.2 22.69 一 十 2.09 393.0 / 100.04 +0.04 
一 一 一 一 一 
-sのみに比して ¥1/ 99.5 23.75 一 十 3.09 ¥1419.0/ 100.01 +0.01 
91.0 23.74 -0.01 +3.08 383.3/100.07 十 0.07
一 一 一 一 一 
/116.31 25.54 j 十 4.88 I ¥1455.3 / 99.97 -0.03 
/120引制91 十 2.35 1 ¥1433.0 / 100.75 十 0.75 
φ，r-，f-Glob. 61.26%，対照(r-Glob)比 37;11 増。
% 増。%合計100.07%，実験誤差+0.07%。 
b) 血 清 皮膚浸出液Iζ於てはトGlob. は増加の一途をた
Alb. 53.61%，前回比 2.24%減，対照比 6.41%減。 どり，対照に比して 3倍K近い値を示すに到った。
α・G lob. 8.64%，前回比 0.38%増，対照比1.16%増。 血清内の 7・Glob. も漸増を示した。 
s-Glob. 14.04%，前回 (s-，φGlOb.)比1.89%増， 10)塗布回数 154回，経過日数 317日。
対照比 2.28%増。 鎚死後時間を経過した為K血液凝固し，血清採取
r-Glob. 23.74%，前回比 0.01%減，対照比 3.08% 出来ず，残念乍ら測定不能となった。 
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a) 皮膚浸出液 r-，f-Glob. 27.89%，前回比 2.35%増，対照比 7.23
Alb. 25.30%，対照比 7.00%減 %増。 
α・，s-，十Glob. 16.74%，対照比 (α-Glob.と p・ %合計 100.75%，実験誤差十0.75%。 
Glob.の和 43.55%le比して)26.81%減。 血清内 Alb. は対照の 60.07%に比して 42.69% 
r-，f-Glob.前回比 (φ，r-，f-Glob.と)3.25% と著明に減少を示し， α-Glob.は7.48%から 11.31
減，対照比 33.86%増。%， s-Glob.は 11.76%から 18.86%，r-Glob. は
%合計 100.05%，実験誤差，+0.05%0 
依然として r-G1ob.の増加が見られた。
11)塗布団数 167回，経過日数 354日。
グロトシ油塗布を開始してより殆んど 1年近い日
数を経過した。
a) 皮膚浸出液
Alb. 27.54%.前回比 2.24%増，対照比 4.76%減。
α・，s-，十，r-，f-Glob. 72.45%，対照比 (α・
Glob. s-Glob. r・Glob.の和 67，70%と比較して)
4.75%%増
%合計 99.99%，実験誤差ー0.01%。
波形の凸凹が殆んど認められず各 Glob.の分離 
は全く不可能であった。 
b)血清 
Alb. 47.99%，対照比 12.08%減。 
α-Glob. 11.66%，対照比 4.18%増。 
s-Glob. 14.78%，一対照比 3.02%増。 
r-，f-Glob. 25.54%，対照比 4.88%増0
%合計 99.97%，実験誤差ー0.03%。
血清内 Alb.は対照に比して漸減を示し，それに
代って Glob.の各分屑が共に増加した。 
12)塗布回数 182回，経過日数 393日。
実験動物 63頭中最後まで残った 1頭が遂に 393
日で舞死した。 
a) 皮膚浸出液 
Alb. 24.6%，前回比 2.94%減，対照比 7.70%減。 
α・，s-，φGlob，15.4%，対照比 (α・Glob.s-Glob. 
の和 43.55%)28.15%減。 
r-，f-Glob. 60.0%，対照比 35.85%増0
%合計 100.0%，実験誤差 0.0%0 
Alb.値は減少を示し，r・Glob.が対照K比して
著しく増加し，それK比べて他の α-G10b. s-Glob. 
共に減少した。 
b)血清 
Alb. 42.69%，前回比 5.30%減，対照比 17.38%獄。
小 Glob. 11.31%，前回比 0.35%減，対照比 3.83%
増。
かGlob. 18.86%，前回比 4.08%増，対照比 7.10%
増。 一
20.66%から 27.89%と Glob.は全般に増加した。
以上の皮膚浸出液及び血清蛋白分屑の変動を小括 
すると第 5表，第 6表の様になる》
以上が症例各々についての測定結果であるが，測
定lζ際しては下降脚を用いて，一枚の原板より同一 
条件l乙て 5枚の印画紙を焼付け，それ等lζ現れたる 
波形の太さの部分を含んで切断して，之等から各分 
屑毎の重量を量り，瓦単位小数点以下 1位まで量り， 
同一分屑毎iζ5枚の平均値を求め，小数点 2位を四 
捨五入して小数点 1位を採用して重量としたo この
様にして求めた重量より，各分屑の百分率を算出し
Tこ。百分率には小数点以下 3位まで算出して， 3位
を四捨五入して 2位までを採用した。
波形の凹凸が少く不明瞭で Glob. 各分屑を分離
測定する事が困難なものが多数存在したが，強いて
之等の分離を試みる事は却って成績に大きい誤差を
生ずる可能性が強く，分離困難なるものは 2つ乃至
は3つの Glob.の和として，更に中Kは Glob.全
分屑の和を採用せざるを得ない症例も生じた。 
α1・Glob. と α2・Glob. とは全く分離し得なかっ
たし， σ-Glob.及o、 E-Glob.は殆んど独立して測
定されなかった。
対照値を求める K当っても，調査した文献の範囲
内では，健康家兎の皮膚浸出液の蛋白分屑値をチゼ
リウス法Kよって測定したものは見当らず，僅lζ吉
岡(78)が皮膚のアルプミシ，グロプリシ窒素定量を 
2% NaCl.Kて浸出癒過し，此の浸出液について 
Berqer-Petschacher氏等の記載せる方法によっ
て測定したものがあるのみであり，従って自己の実
験によるものを以て対照値として用いた。
血清蛋白分屑については EdsallC18九Dentoch(14) 
〈切等，平井 (29〉，吉沢 (79)，緒方 (57九等と幾つかの
成績が小林〈48〉，森〈48〉，及び平井(29)によって発表さ
れているが，之等の測定結果も報告者に依って可成
りな相違があるので，之も自己の実験による成績を
以って対照値として用いた。それ等の成績の比較は
第 7表の如くである。
尚著者の用いた緩衝液は
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燐酸ソ{〆 (Na2HPo4)+燐酸カリ (K2HPo4) pH. 8.0 
1/15M 1/15M である。
量 16 1 皮膚浸出液の測定lζ際し症例のめより 9)にかけ
第 7表 家兎血清蛋白分屑値 
Glob 
M Alb.測 定 
α1 α2 戸 σ T 
Edsall 18) 59.6 7.05 12.0 21.35 
63.3 11.5 13.0 7.9 4.3
Deutsch 14) 
十1.1 土 0.8 十 0.8:t0.7 +0.3 
63.3 11.5 3.7 13.0 7.0 4.3 
Deutsch 15) 3 ペロナー 71- 十 0.8 十 0.8士1.1 十 0.3士 0.2 士 0.7
一
平 井29) I7 |燐酸塩l 63 --77 10 --8 7--9 8 --20 
=Ek 沢79) I3 !I 69 --77 14 --18 9 --16 1
H緒 方的l5 72 --76 3--5 10 --14 8 --15 
青- 木| 5 。 7.48 11.76 20.66 
で Glob.の一部及び Alb‘にまでも測定不能の部 1)塗布団数 8回，経過日数 11日，即ち局所症状
分が続いて生じた。之れは乾板に全くその部分の波 が急性炎症症状を呈する時期に於ては，先づ皮膚内
形が写らない事によるものである。その原因につい の蛋白分屑の変動が始まり，や〉著しい Albumin
ては浸出液に原因があったのか，透析の加減による の増加， α・Globulin，s-Globulinの減少及び 7・
ものか，緩衡液K原因するものか，或は器械の操作 Globulinの増加が認められた。之に反し此の時期
乃至は分離中に於ける電圧又は電流の変動によるも に於ては血清内蛋白分屑は未だ殆んど変動が見られ
のか，室温の変化が影響したものか，それとも之等 なかった。
以外の原因lζ起因したものか，余りにも故障の原因 2)塗布団数 26回，経過日数 36日，局所症状が急
となる要因が多い為rc，且つ材料として用いる浸出 性症状より慢性症状への移行が始まり出した頃にな
液の量が少い為民間ーの症例に於て反覆実験を繰返 って，皮膚浸出液内にて，急性症状期比や〉増加を
す事が出来ず，遂にその原因を究明する事が出来な 示した Alb.が顕著な減少を示し，対照値を下廻つ
かったが，幸いにも症例 10)の実験よりは正常に固 た。
復した。 r・Glob.も亦著しく増加を示した。一旦減少を示
症例の中には数回の実験を試みたものもあるが， した α・Glob. s-Glob.は何れも極く僅かな増加を
出来うる限り新鮮な浸出液を用いてという考えと， 示した。
同一条件の成績を以て比較するという立場から，成 ー方血清内に於てはかGlob.がや〉著しい増加
績判定の資料として採用したものは，何れも第 1回 を示すのみでは未だ殆んど大きい変動を示すには至
目の実験より得た成績を以って統ーした。 らなかった。
又その百分率の総和に於ける誤差も皮膚浸出液l乙 3)塗布回数 49回，経過日数 73日，即ち局所症状
於ては +0.08%乃至ー0.04%の範囲内で， 9例の平 がや〉慢性化の傾向を示し始めた頃に至って，皮庸
均は 0.029であり，血清l乙於ては +0.75乃至ー0.03 浸出液内では一旦大きく減少した Alb.が僅かでは
の範囲内で， 10例の平均は 0.095であり，皮膚浸出 あるが再び増加を示し対照値に近づいて行く傾向を
液，血清を通じて最大のものは第 12例の血清に於 示し始めた。 α・Glob. s-Glob.の変動は相変らず
ける +0.75であった。 軽微であるが， r-Glob.は更に尚増加した。
以上の実験成績を経過に従って観察して見ると， 一方血清内では一旦増加したかGlob.が再び増
〈第 1図，第 2図〉 加前の値近くまで減少し， Alb. r-Glob.の動きも
20 
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未だ顕著で、なく， α-Glob.R至つては殆んど変動を
認めなかった。
4)塗布団数 54回，経過日数 80日，局所症状が殆
んど慢性化してしまう慣に至って血清内の蛋白分屑
に変動が現れ出して Alb.の著しい増加と r-Glob.
の減少が始まって来た。皮膚浸出液内では増加のみ 
を示した r-Glob. ，と始めて減少を認めたが，他の
分屑は余り著変を示さなかった。
第 1図皮膚浸出液内蛋白各分屑消長図 
70 
ω -・・・・・・戸、h崎、--・♂・・・・
50 
4唱 
30 一一一一-一一戸戸、¥
20 
10%~ 、=zGzlzobh-
たが，局所症状は慢性化して殆んど著変は認められ
なかった。即ちそれ以後の蛋白各分屑の変動lζ就て
は，皮膚浸出液内にては Alb.は僅か宛乍らも増加
の傾向を示して対照値に近づく様子が認められた。 
α-Glob.，s-Glob.は第 6例以後は別々に測定出来
なかった事は既述の通りである。従って両者の合計
量を測定した処では急性炎症時に大きく減少したが
症状の慢性化と共K再び僅か乍らも増加を思はせた
ものが，実験終了時K近づく慣には再びずっと低い
値を示Lた〈第 7図，第 8表)。之氏対し r-Glob. 
は依然、増加を示して実験終了時の値は 60.00%と対
照値 24.15%に比して殆んど 2.5倍の高い値を示し
Tこ。
血清内 Alb.は漸次減少の傾向をたどり，実験終
了時には対照値の 2/3R減少した。 Glob.は各分屑 
共に何れも僅か乍らも増加を示した。
更に之等の成績を各分屑毎に纏めて観察して見る
，ζ， 
Alb.)急性炎症時には先ず皮膚浸出液中の Alb.
がや》著明lζ増加した。然し血清内では未だ殆んど
変動を生じない。皮膚症状が急性から慢性へと移行
の傾向を示す頃K至るや皮膚浸出液内の一旦増加し
た Alb.は逆に顕著に大きく減少した。此の頃でも
血清内では未だ著明な変動は見られない。その後は
経過中lζ僅かな変動は認められるが全般として皮膚
浸出液中の Alb.は少し宛増加して対照値比近づく
一傾向を示した。之れに反して血清中の Alb.は皮膚
浸出液中の Alb.の変動K少し宛遅れて，経過日数 
80日にて最高値を示し，以後は対照値を下廻って漸
次減少の一途をたどった(第 3図〉。 
， 
， 、 
n
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5)其の後は気温の変化K伴い喫食状況の変化，体 10% 
重の増減と実験動物の一般状態lζ幾分の変動はあっ
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s-Glob.皮膚浸出液内のかGlob. の変動は α・
Glob. と全く似た形を示した。然、し之も α・Glob.
と同様に第 6例以後は独立して測定する事が出来な
かった。血清内 s-Glob.は局所症状が急性より慢 
牲に移行する現にや〉著しい増加を示したが，局所
数数
照日↑回対過一布
経塗
4 ‘ 
ヲ'
5mm a3IE
ιai q u
U
噌 制問
1
」内
H15
" ' a '
A-
d
噌。 &h 
第 1号 青木: 炎症皮膚エッキスの内臓類澱粉変性発生l乙関する実験的研究 -221ー
症状が固定されるは及び対照値K近い値比回復し，
以後は少し宛漸次増加を示した。従ってかGlob.
も全般として大きい変動は認められなかった〈第5
図〉。
然、し乍ら α・Glob.とかGlob.の両者の和として
の量は第 10例以後測定し得たので，第 1例より第
ている事を知った。この値は実験最終回にては対照
値の約 1/3の値であった。(第 6図，第 8表〉 
r-G1ob.) 之等に反して r-Glob.就中皮膚浸出
液中のそれの変動は非常に顕著なものがある。即ち
局所症状の急性期比や〉増加を示した程度である
が，局所症状の慢性への移行K伴って急激に顕著な 
5例まで及び対照値比於ても両者の和を計算し， α・ 増加を示し，症状の固定 K従い減少するかに見えた 
Glob. +s-Glob.としてその消長を観察した処，
第6図の如く血清内の α・Glob. +s-Glob.は増加
の傾向を示した。
第5図 s-Globulin消長図 
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α.Glob. s.Glob.各個の測定にて第5例までに於
て増加の傾向を示すが如く見られた皮膚内 α.Glob. 
+s・Glob.が，其の後第 10例から第 12例にかけ
ては(第 6図)に示される如き低い値を示レ減少し
第 6図 α・Glob. +s.Glob.消長図 
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家兎番号
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2) 4 
3) 1 
4) 23 
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7) 7 
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9) 10 
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第 8表 
α-Glob.と s-Glob.の和
皮膚浸出液 血 清
43.55% 19.24% 
31.57 19.49 
34.06 17.43 
30.50 20.39 
31.29 17.06 
32.35 
19.31 
20.41 
22，68 
16.74 
26.44 
15.40 30.17 
が，更lと再び増加に向い実験終了時には対照値のほ
ぼ二倍K近い値を示した。血清内の r-Glob.はや
はり増加を示したが，皮膚浸出液内のそれに比べる
と，非常に軽微であった〈第 7図〉。 
第7図 r-Globulin消長図 
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之等より変動の大きいものは Alb.及びトGlob.
であって， α・及び s.Glob.の変動は前二者に比較
して非常K少い様花見受けられた。
以上より Alb.及び Glob.全部の総量とを比較
観察したものが(第 8図，第 9表〉である。急性炎
症時には皮膚浸出液の Alb.は増加し， Glob.は
減少したが，局所症状が急性より慢性へ移行する時
期K於ては逆に大きく Alb.は減少し， Glob.は
増加した。以後は両者共何れも徐':.1と対照値へ回復
して行く如く見受けられた。一方血清内では急性炎
症時には未だ Alb.，Glob.共に余り大きな動揺を 
第8図 Alb. Glob.消長比較
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示さないが，皮膚浸出液内分屑は少し宛遅れて変動
を示し，局所症状が慢性に移行した噴よりその変動
は著明となり，ー漸次 Alb.は減少を， Glob.は増加
をつづけ，対照値より遥かに離れた値を示した。
第 9表
皮膚浸出液 血 清
家兎番号| 
Alb.j Glob総和 Alb.lGlOb総和
実す H召 
1 No.22 
2 4 
3 1 
4 23 
5 5 
6 25 
7 7 
8 12 
9 10 
10 11 
11 19 
12 18 
32.30 67.70 
39.21 60.78 58.9'6 
19.10 80.98 6J.40 
20.31 79.66 57.23 
24.11 75.87 65.42 
25.28 74.77 
26.42 (73.58推定)1 58.041 
25.85 (74.15推定) 
!日目|

53.61 
25.30 74.75 
39.93 
41.08 
38.60 
42.77 
34.59 
42.00 
44.16 
46.46 
27.54 72.45 98lml51.24.60 75.40 42.69 58.06 
以上の成績より
その各時期l乙於ける炎症皮膚組織内及び血清内蛋白
分屑の消長を観察した。 
ll)実験l乙はj慮紙電気泳動法並びにチゼリウス法
を骨子用した。 
il)急性皮膚炎の時期は皮膚組織内の Alb.及び 
r-Glob.の増加，a-並びに s-Glob.の減少を認
めたが，血清内蛋白分屑には未だ殆んど変動が生じ
ていなかった。
百)亜急性期比は急性期比変動を認めた各分屑が
漸次正常値Iζ復する傾向を示したが，慢性期lζ至る
前lζ再び大きい変化を示した。
即ち皮膚組織内の Alb.は著しく減少し， r-Glob. 
は著明に増加し，血清内蛋白分屑も漸く動揺を示し
始めた。 
V)慢性期l乙到るや Alb.は皮内，血清内共Iと減
少，皮内，血清内の r-Glob. は，共lと増加し，特 
l乙皮内の r-Glob.の増加と血清内の Alb.の減少
は顕著であった。
百〉之等各分屑の変動を時間的lζ観察した処，血
清内各分屑の変動は皮内各分屑の変動lζ比べ，少し
宛遅れて発現する事を知った。 
VII)全般の経過を通じて大きい変動を示したもの 
1)主なる変動を示すものは Albumin及び r- は Alb.と r-Glob.であった。 
Globulinである。
2)之等の経過は湿疹の際児急性症状期に大きい変
動を示した血清蛋白各分屑は症状が慢性化するにつ
れて漸次正常値へ近づく傾向を示すと発表せる平岡
(30)の実験成績に一致4した。 
3)炎症局所の変化に従い，先ず皮膚浸出液内の蛋
自分屑に変動を生じ，次いで血清内蛋白分屑が変化
した。 乙のととは大域別〉が類澱粉変性を生ずる機
序は先ず皮膚内蛋白の変動を生じ，次いで之れが血
行内に吸収されて血清内蛋白の変動を生じ，之れに 
依って全身性類i殿粉沈着が惹起せられると想像した
ものを実証したものと考える。
尚塗布団数 150回以下の家兎の内臓類澱粉沈着の
記述は省略したが， 167回塗布の家兎Kては胃幽門
部，牌臓に著明に之を認め， 182回塗布家兎にては
胃噴門部i体部，幽門部，唾腺，腎臓に於て著明に
類澱粉沈着を認めた。更に各種臓器にも認めうるで
あろう事は推察しうる事であるが，既i乙前実験者の
成績と重複する事であり，本実験の目的から離れて
いるので省略した。
小 括
工)家兎に長期間にわたりグロトン油を塗布し， 
四)皮膚炎が長期比亘って存在すると皮膚内蛋白 
の変動を生じ，次いでそれが血行K吸収されて血清
内蛋白K変動を生じ，之れに依りて全身性類澱粉沈
着が惹起せられるとの説が本実験lとよりて或程度証 
明せられると考えられる。
第4章総括並びに者按
類澱粉変性は硝子変性，石灰変性，脂肪変性等と
共に一連の退行性変化の一種であるが， C. V. Ro-
kitanskyは其の発現機序を詳説し，叉乙の変性l乙
類澱粉変性という名称を与えたのは Virchow(58) 
である。
汎発性類搬粉症を生ずる原因疾患としては梅毒，
結核，願，骨化膿症，化膿性関節炎其の他慢性化膿
性疾患，慢性淋疾，白血病，悪液質を起きしめる癌，
腫疹等を文献より求める事が出来るが， M. V.:Pf1a-
nder(61)等は火傷後の化膿からの例を， J. Darier 
(13)は Colloidmiliumの例1[， LutZ(43)は腸チプ
スの例1[， W. Ehstein<l7)は重症のイ句偉病の例lζ発
した事を記載している。
本症は欧州、|では屡々認められ，且つ高度のものが
少くないが，我国では原因となる疾病は欧州、!と殆ん
第 1号 青木: 炎症皮膚エッキスの内臓類澱粉変性発生に関する実験的研究 -223-
ど同じ程度であるにも拘らず，比較的少く且つ程度
も弱い。この点については未だ明かにされていない。
欧米ではその発生は結核を主としているが，本邦
では梅毒に多発する傾向があり，皮膚科領域では梅
毒lζ次いで瀬lζ多く見られる。瀬について Arnold
(62)は1942....1947年の 6年聞に剖検した 36例中 17
例に之予見出したと述べ，瀬尾，岡団側〉は願屍 55
例中の 38例の牌!'c.)岡 (5)は191例の瀬屍の 111例
の牌lζ類澱粉沈着を認めたと報告している。
類i殿粉沈着は之を分って内臓諸器官を侵す汎発性 
類澱粉症と局所性類澱粉症となし，後者は限験，舌 
根，喉頭，稀れには胃や跨脱の壁に見出される。
皮膚科学の領域では， Konigstein<叩の教える処
によれば皮膚類澱粉症 (Amyloidosiscutis)を分
って，汎発性皮膚類澱粉症 (allgemeineAmyloi-
dose)と局所性皮麿類澱粉症(1ocaleAmyloidose) 
とに大別し，前者は全身の Amyloidoseの部分現
象として内臓諸器官の類澱粉沈着と共に皮膚にも類
澱粉沈着を来すものであり，後者は皮膚疾患の 1症
状として皮膚組織内に類搬粉沈着を来すものであ
る。後者を更lζ2群l乙分って， ー
第 1群，血管結合装置 (Gefassbindgewe besa p-
parat) を侵し，次いで皮層全層l乙沈着を生ずるも
の。
第2群，結筒j性及び播種性限局性皮膚類澱粉症
(Amyloidosis localis cutis nodularis et disse-
minata，Gutmann)又は類澱続性苔癖(Lichen
amyloidosis，Freudenthal)と称せられるもので
ある。
乙の類j殿粉症の生成機転については現在尚諸説が
あり， Peck & Klein(60). Swarz<7へや Becker(9)
等の如く未詳 (unknown) と簡単K一言で記述し
てしまっているものもある。 Becker(9)は血液中の
何かの物質から血管壁とそれをとりまく組織の中で
類澱粉を形成すると想像せられると述べ， J. Gras 
(26)等の報告に賛意を表している。大城(59)は炎症皮
膚局所に於て崩壊する蛋白が血行に移行して内臓を 
侵害し，之によりて内臓の類澱粉沈着を生ずると想
像した。
現今では個体固有の蛋白の崩壊したものが抗原と
なり，抗体を生じ，両者の結合即ち抗原抗体反応に
よって生ずる沈査形成であるという Loeschke(44) 
及び Letterer40)等の抗原抗体反応説が最も有力で
ある。
三宅教授(45)は家兎の炎症皮膚よりの抽出物並びに 
血清の検索に於て，蛋白質として Glob.様物質 (G
物質)並び Alb.K様物質 (A物質)が主として増
量していたと述べている。しかしその炎症皮膚は急
性乃至亜急性の範囲のもので，余の実験の如く急性
期より慢性期lζ豆る長期のものでなく，且つ拍出物 
並ぴ1乙血清内蛋白の時間的推移及び皮膚症状の変化
と各分屑の消長との連関には及んでいない。吉岡〈叩
は炎症部皮膚の Alb.並びに Glob. の測定を行
っているが，急性炎症期の皮膚浸出液に就て， 2% 
NaCl. !乙て浸出し憶過の後之を Berger-Petscha・
cher 氏等の方法に依り定量したもので，著者の実
験と全く異った方法を用いた成績である。
著者は第 1の実験としてグロトシ油皮膚炎炎症局
所皮膚よりエッキスを作製して，之を他の健康家兎
!と連続注射して内臓に類、澱粉変性を発現せしめんと 
試みた。実験材料の関係から充分な成績を収め得な
かったが，僅か乍らも胃壁等にその沈着を証明した。
大城<59)の実験もその初発部位は同様に胃粘膜間質
であった事を考えれば，長期間実験を継続したなら
ば充分な成績を得るであろう事を予想し得た。
次いで炎症皮膚浸出エッキスの連続注射によって
内臓に類勝、粉沈着を生じ得たのであるから，炎症局 
所皮膚切片を他の家兎の皮下或は腹腔内K埋没移植
し，之れの融解吸収によって皮膚組織内の崩壊蛋白
の吸収が行われ，第 1の実験と同様な結果を得るで 
あろうとの予測の下氏実験を進めたが，埋没移植さ 
れた組織片は剖検の際児発見された限りでは全く変 
化なく，被検動物の内臓にも類滅粉沈着は起らずそ
の成績は不成功であった。
更に次の実験として炎症皮膚組織内K於ける蛋白
分屑の変動と血清内の蛋白分屑の変動との連関，そ
れ等の変動と局所症状との連関p 時間的経過との連
関，引いてはそれ等が内臓類滅粉沈着発現と如何な
る関係を有しているかを追求した。
1948年比 Robert(仰が電気泳動法lζ依る皮膚炎 
血清蛋白の発表以来，欧米では Lever(42)等， Lein-
brock(39)，Funk等， Rockel等の報告，本邦に於
ても福代〈問等，浅井 (4)等の多数の報告があるが何
れも血清蛋白応変動を認めている。著者の実験比於
ても皮膚炎の長期間に亘る観察で，炎症皮膚浸出エ
ツキス並びに血清内蛋白分屑に変動を認め，就中
Alb.及びトGlob. IC:著しい変動を示したことは，
両分屑の変動が類澱粉沈着医大きい役割を演じてい
る事を知った。之の結果は最近の免疫学上lζ7・Gl-
ob. の占むる重要性及び Ho百maflllの Esophy-
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laxse説を考え合わせると誠に興味深いものがあり いる。
その意義は深いものと考えられる。 著者が行った実験に於て類澱粉沈着症発生lとつい
三宅教援(45)は Alb.様物質並びに Glob.様物質 て，炎症局所皮膚組織内の蛋白の崩壊を来してその
が主として増量していたと報告したが，著者の実験 蛋白が血行に移行して内臓を侵害して類澱粉変性を
に於ても炎症初期の中では Alb.及び r-Glob.の 生ずるとした大城(59)の説を，叉 Loeshcke(的及び
増量を認めたが，長期の経過を観察すると Alb.は Letterer(40)等lとより唱えられた抗原抗体説を，炎
寧ろ減少した。 症皮膚浸出液及び血清の蛋白分屑を電気泳動法lζよ 
Leinbrock (39)は湿疹の急性・慢性共に低アルプ り，その消長を測定して，その変動の時期及び変動の
ミシ血症が認められると述べ，平岡 (30)も皮膚疾患 主なる役割を演じているものは Alb.及び r-G1ob.
の血清蛋白分割のチゼリウス法はよる測定K於て， なる事を確め，或程度裏付け得たものと信じたい。
慢性湿疹の例で Alb.の減少， Glob.の増加を示し 然し発生時期に就ては症例も少く未だ決定的な結論
たと述べている。福代(19)等はアドピー性皮膚炎，湿 を引出す事は困難である。
疹では Alb.の減少と r-Glob.の増加の傾向であ
吾晶
り，湿疹ではかGlob. も増加の傾向を示したと述
結 宙開
べている。 1)クロトユ/油皮膚炎家兎の炎症局所皮層より拍出
叉局所症状と血清内蛋白分屑の変動について，平 せるエッキスを他の健康家兎lζ連続注射して，内臓
岡 (30)は湿潤性湿疹の例に於て血清の泳動像の変化 類澱粉沈着の発現を企図した。実験材料の関係から
が臨床像に遅れる事を指摘し，且つ急性症状から慢 その成績は充分とは云えなかったが，胃壁其の他に
性症状lζ移行するに従ってその泳動像も叉正常値l乙 類澱粉沈着を認め，更に実験を経続し得たならば予
復する傾向を示し，一般に臨床症状の好転K従って 期せる如き成績を収め得たであろう事を確信した。
蛋白分屑の変動が漸次正常値に復すると報告した。 2)グロトン油皮膚炎炎症局所の皮膚切片を他の健
著者の実験に於ても急性期から亜急性期，慢性期に 康家兎の皮下或は腹腔内lζ埋没移植して，それ等を
かけて著しい変動を示した各分屑も，慢性期比至る 移植回数，移植間隔，経過日数によりて数群に分ち
やその変動は緩慢となった。しかしながら著者の実 その吸収によりて内臓に類澱粉沈着の発現を試みた
験は一応局所症状は固定しでも，全身症状は漸次増 が，本実験は不成功であった。その原因としては移
悪の一途をたどるのみであったので，皮膚浸出液内 植切片の大きさに問題があったと考えられた。
の 7・Glob.及び血清内の Alb.は著しい変動を示 3)家兎に長期間lζ亘ってグロトシ油を塗布し，急
しつ〉けた。然し局所皮膚症状に応じて先ず皮膚浸 性症状から亜急性慢性へと長期間皮膚炎症状を継続
出液内の蛋白分屑の変動が起り，その後ゃ、遅れて せしめ，その炎症各時期に於ける皮膚組織内及び血
血清内蛋白分屑に変動を生じて来る結果は平岡 (30) 清内蛋白分屑の変動を， ~慮紙電気泳動法及び子ゼリ
が臨床像l乙遅れて泳動像lζ変化を生ずると述べたの ウス法lζ依って測定し，炎症皮膚組織内蛋白分屑の
に全く合致する。 変動と血清内蛋白分屑の変動との関連を検索した。 
1954年 J. Gras(26) 等は“Amyloidose の症例 ~r 4)炎症急性期には先ず皮膚組織内蛋白分屑K変動
於て見出されたる Hypo-Agamma-Globulinamie" を生じ，亜急性期・慢性期と局所症状の移行，局所
と題する論文中広於て，初めの中は r-Glob.の増 症状の固定化につれて全般的には皮膚組織内蛋白分
加を見たが遂には r-Glob.の減少を示した例を報 屑は漸次平常値へ回復する傾向を示した。血清内蛋
告している。症例は勿論λ間の血清K於てであるが， 自分屑の変動は皮膚組織内蛋白分屑の変動花時期的
著者の実験にては血清内の r-Glob. は僅かではあ に少し宛遅れて発現する事を認めた。
るが寧ろ対照lζ比して増加を示していた。彼はこの 5)本実験により皮膚炎が長期に亘って存在する時
中氏於て，“どの瞬間比類澱粉沈着が行われるか" は，先ず皮膚内蛋白の変動を生じ，次いでそれが血
“どの機構がこの沈着に作用したのか"の二つの事 行lζ吸収されて血清内蛋白 K変動を生じ，之K依り
項K就て，“組織の中で循環している r-Glob. が て全身性類澱粉沈着が惹起せられるとの説が或程度
移行する時か"“叉は 7・Glob.がその中で r-Glob. 証明せられたと考えられる。
が作られる細胞を出てゆく時か"の二つに発生の め蛋白分屑の中で，著しい変動を示したものは，
時期を考えていると述べ，抗原抗体反応を支持して Alb.と r-Glob. とであった。トGlob.が免疫学
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lζ於て占むる重要性を考え合せると，類、澱粉沈着の
生成機転として現在最も有力な説と認められている
“抗原抗体反応によって生ずる沈澄形成である"と
説明した Loeschke<的及び Letterer(的等の抗原
抗体説と，本実験との関連性は興味が深い。
摘筆lζ当り終始本実験の御指導を賜わった大
阪市大，桜根好之助教授，本稿の御懇篤なる御
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原五郎，村上秀敏，西村喜永，村田滋子の諸氏
の御援助を感謝す。
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